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 ３年生の皆さん、卒業おめでとうございます。また、保護者の皆様におかれましても、お祝いを申し上
げますとともに、本校の教育活動に３年間ご協力とご理解をいただき、心から感謝とお礼を申し上げま
すとともに、ＰＴＡの様々な活動にご理解とご協力を賜り、無事終了することができましたことに深く感謝
とお礼を申し上げます。
今年度のＰＴＡ活動は、春の総会をはじめ、６月の第７３回北海道高等学校ＰＴＡ連合会北見大会
（北見市）、７月の更農祭でのバザー出店、９月の「ひまわり畑迷路」の整備ならびにオープニングセレ
モ二ー、１２月の授業参観・ＰＴＡ懇談会、校内実績発表大会への参加など多岐に渡り、実り多い活動
でありました。引き続きご協力をお願い致します。
さて、卒業生のみなさん、本校での３年間において多くの体験と学習を積み重ねてきました。皆さんが
本校で学んできた学習方法の一つとして、プロジェクト学習があります。
このプロジェクト学習は、農業を取り巻く環境の中から自ら課題を見付け、その課題解決に向け、計画・
実践・反省・評価するものです。この実践におけるプロセスで得た経験が、社会に出たとき必ず役に立
つ方法です。特にこのプロジェクト学習を通して、地域や産業界の方々との交流などで多くの人との関わ
りを持ってきました。この様な人的ネットワークを継続・維持しながら様々な学びや生活に取り組むことが
大切です。
私は、日頃から「新しいことに挑戦してほしい」と皆さんにお願いしました。皆さんが様々なことに挑戦し、
結果を残してくれました。これは大変素晴らしいことです。何歳になっても新しいことへの挑戦は続きま
す。この３年間で様々なことに挑戦することは今後の皆さんの人生にとって必ず役に立つことと思います。
これからの長い人生を有意義なものにしていくためには、自ら選択した人生設計に責任を持ちながら、
自らの力で開拓し、成し遂げることが必要となってきます。人生の半分は、職業人として生活することに
なり、社会の中で豊かな生活をするためには、多様な人との交流や学びの機会で得る知識や技術が、
これまで以上に大事な要素となってきます。地域社会における人のつながりは、日々お互いに顔を合
わせ、声を掛け合うという最も自然な関わりであり、よりよい人間関係や生きる上で一番重要な活動で
す。
みなさんは、これからの長い人生の中で人との出会いを大切にし、自ら何にでも挑戦していくことで、よ
りよい学びや生活が送れることを期待しております。



令和６年度 ３月行事予定

「宿泊研修」【１学年】
１学年の宿泊研修が糠平で実施されました。当初

２月３日（月）から１泊２日の予定でしたが大雪の
影響で１日延泊し、２月５日（水）までの２泊３日
となりました。大雪というハプニングもありました
が、スキー学習や映画鑑賞など普段の学校生活とは
異なる環境で研修に励み、互いに集団生活で役割を
果たすことや、想定外への落ち着いた対応といった
応用力が身に付きました。また、急遽の延泊に対応
していただいた糠平館観光ホテルの皆様から、助け
あい、支えあいの気持ちをいただくことができまし
た。この貴重な経験で得られたことをいかし、２年
生につなげていきたいと思います。

３月１日(土)に第７１回卒業証書授与式が挙
行されました。
今年度の卒業生はA組１５名、B組１３名の

計２８名の生徒が本校から巣立っていきました。
また、卒業式に際しまして来賓の方々にはご

多用中にもかかわらずご臨席、ご祝文を賜り、
卒業生の前途を激励いただきましたことを厚く
お礼申し上げます。
保護者や地域の皆さまには３年間に渡り大変

お世話になりましたこと、心より感謝申し上げ
ます。
卒業生には、この３年間で学んだことをこれ

からの人生にしっかりと生かして、未来を切り
拓いていってほしいと思っています。なお、今
後とも本校へのご支援、ご指導を賜りますよう、
お願い申し上げます。

「第７１回卒業証書授与式」
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